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小学校低学年における数学的な態度の育成をめざした算数科学習指導法の工夫に関する研究

－児童に自分自身の学習活動の振り返りを促すことを通して－

広島市立江波小学校教諭 今 村 孝 子

Ⅰ 問題の所在

１ これまでの実践を振り返って

これまでの算数科の学習指導では，算数科のねら

いである数学的な考え方の育成を重視した指導を行

ってきた。しかし，新たな学習場面に直面した時，

これまでの学習で得たと思われる数学的な考え方を

発揮して臨もうとするまでに至っていない状況が見

られる。その原因として，数学的な考え方が単に知

識としてとどまり，数学的な考え方を生かし働かせ

ていこうとする態度が身に付いていないのではない

かと考える。このような態度を育てることが，新た

な場面に直面した時，数学的な考え方を発揮してい

こうとする児童の姿につながるものと考える。

２ 長期的な展望に基づく指導の必要性

このような態度は短時間で育成されるものではな

い。長期的な目標に立ち継続的・発展的な指導を通

して育成されるものであり，児童の発達段階の特性

に応じた指導法の工夫をしていくことが必要である。

このような態度を育てるためには，様々な学習場

面で課題に対して積極的に働きかけているとみられ

る際の態度について，その意味や価値を見いだす必

要がある。しかし，このような態度は無意識的に取

られている場合が多く，その都度振り返って見直す

ことが必要である。特に，算数科学習の入門期であ

る低学年の指導においては，まず自分自身が行った

学習活動の一つ一つに目を向けいろいろな気付きを

もつ事ができる指導が大切であり，その積み重ねが

態度の育成につながっていくものと考える。そこで，

本研究では，数学的な考え方を生かし働かせていこ

うとする態度を数学的な態度ととらえ，その育成を

目指した算数科学習指導法の工夫について，低学年

における授業実践を通してその在り方を探ることと

した。

Ⅱ 研究の方法

文献研究を通して数学的な態度の育成を目指した

指導法の工夫について検討し，指導計画を作成する。

そして，授業実践を行い，数学的な態度の形成に関

する児童の変容を分析・考察する。

Ⅲ 研究の内容

１ 数学的な態度の育成を目指した学習指導

(1)数学的な態度とは

数学的な態度は，問題の所在で述べたように，数

学的な考えを生かし働かせていこうとする態度と考

える。たとえば，ある問題を解決しようとした時に

筋道を立てて考えようとする態度があれば，その態

度に基づいて前の学習と結びつけた類推的な考え方

や依存関係に着目した関数的な考え方を生かし働か

せることが期待できる。

この数学的な態度について，片桐重男氏は主な数

学的な態度として，次の四つをあげている。

○ 自ら進んで自己の問題や目的・内容を明確に把

握しようとする

○ 筋道の立った行動をしようとする

○ 内容を簡潔明瞭に表現しようとする

○ よりよいものを求めようとする

本研究では以上の四つの数学的な態度を中心に考

えることとする。具体的に児童の活動の様子でとら

えると 「なぜだろう，本当かなと考えようとす，

る 「習ったことは使えないかなと考えようとす。」

る 「分かりやすくしようとする 「他の問題もで。」 。」

きるかと考えようとする 」など 「～しようとす。 ，
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る 」という具体的な学習活動の中からとらえられ。

るものである。このため，数学的な態度の育成を目

指すためには 「～しようとしている」姿の意識化，

を図り，その価値や意味を見いだせるように支援し

ていくことが大切である。そこで，学習における自

己の姿を意識し気付くことができるような指導の工

夫が必要となる。

(2) 振り返りの働き

振り返りは，児童が自分自身の活動の跡をみつめ

直し，さらには自分自身のあり方を考え直してみる

ことであると言われている。この振り返りを行うこ

とで，自分の経験したことが児童により意識化され

る。そして，学習したことに気付き・疑問が生まれ，

そこから学習の意味・価値に気付きを見いだすもの

と考える。したがって，振り返りは数学的な態度を

育成していく上で，有効な働きを果たすものとなる。

しかし，低学年の児童は自分の考えをはっきり意

識したり，自分自身の学習活動を一つ一つ自ら振り

返り，意味や価値を見いだすことは難しい。したが

って，自らの学習活動を自分なりに気付くことがで

きるような振り返りの場面を工夫したり，その時そ

の時の思いや考えを表現しやすくできるような支援

が必要である。

(3) 低学年における振り返りを促す支援

ア 対話による吹き出し

児童が振り返りをしやすくできるような工夫とし

て，キャラクタとの対話による吹き出しを取り入れ

る。キャラクタは，工夫したところや努力したこと

進歩の状況を認め励ます第三者的な存在なので，キ

ャラクタとの対話を通して，児童は自分の思いを素

直に話したり学習活動の気付きをはっきりさせるこ

とができる。

【吹き出し１】キャラクタ

に対して自分の思いや学習

の気付きを話す（図１ 。）

【吹き出し２】学習の最後

に，気付き・考えなどを，

キャラクタが児童に対して

語りかける形で言葉を考え

て書く（図２ 。）

１ 吹き出し１の例図

２ 吹き出し２の例図

イ 教師の言葉かけ

児童の考えを共感的に受け止め，意味を問いかけ

たり，方向性を示唆したりするような言葉かけを行

う。

ウ 児童の活動の意味の意味付け・価値付け

児童の学習活動は吹き出しの記述から，教師が数

学的な態度に視点を置いて，児童の活動を意味付け，

価値付ける。また，吹き出しの記述を交流し考えを

深めるようにする。

２ 実践授業の指導計画の作成

指導計画の作成に当たっては，各時間の学習内容

に応じて自己の学習の気付きが出やすいと考えられ

る場面に「吹き出し１」を設定し，各時間の最後に

「吹き出し２」を設定することとした。

(1) 単元 長さ

(2) 対象 広島市立Ａ小学校第２学年Ｂ組 33名

(3) 実施期間 平成13年６月

(4) 単元の目標

・ 長さの概念を理解し，簡単な場合の測定ができ

る。

・ 長さについての単位と測定の意味を理解する。

(センチメートル，・ 長さを測る時に用いる単位

)について知る。ミリメートル

・ 長さの加法性を理解し，簡単な場合の加法・減

法について知る。

(5) 指導計画(全９時間)

時間 主 な 学 習 内 容 「吹き出し１」に

記入する時

第１時 既習事項を想起し，長さ比べをする。 自力解決後

第２時 身の回りのものの長さ比べをし，長さ 集団解決後

の表し方を考える。

第３時 一辺が１センチメートルの積み木を使 課題把握後

って，身の回りのものの長さを測定す

る。

第４時 １センチメートルの目盛りのものさし 自力解決後

で身の回りのものの長さを測定する。

第５時 端下の表し方を考える。 集団解決後

第６時 ものさしを使って，長さを正確に測っ 課題把握後

たり，直線を引いたりする。

第７時 ものの長さを二通りの単位で表す。 集団解決後

第８時 長さの加法の問題場面で，簡単な加法 自力解決後

・減法の計算をする。

第９時 長さについての学習をまとめる。 自力解決後
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３ 実践授業の結果とその分析・考察

分析・考察に当たっては，まず，新たな問題解決

場面において，すぐにあきらめ投げ出しがちな児童

Ｃに焦点を当て分析・考察を行う。さらに単元終了

後の児童の感想を基に学級全体の変容の分析・考察

を行う。

(1) Ｃ児の分析・考察

ア 考察１

【考察】第１時は，ピンクと紺のシャツの長さ比べを行った。長さを比べる場面のつぶやきから，Ｃ児が様々な方法で長さを比べようと

していることや，測定の考えを用いようとしていることが分かる。Ｃ児はその時の気付きをブロックケースの目盛りではシャツの長さを

測りとることができなかったことを吹き出し１で「ちょっぴりずれた 」と記述している。また，吹き出し２に「みんなはこん色のほうが。

多いといったよ 」と紺が短いと思った自分の考えと他者の考えの違いを意識して記述している。これらのことから，長さの違いをはっき。

りさせたいという課題意識をもち，それぞれの長さの違いを明確にしようとする態度がうかがえる。そこで，教師は長さを正確に測るこ

とを意識付ける意図で「ブロックケースはぴったりにならなかった 」と言葉を置き換え，書き込み①のように評価した。さらに 「違う。 ，

のやらないとずれる 」というつぶやきから，Ｃ児がよりよいものを求めようとしているのではないかと考え，第２時の初めに「ちょっぴ。

りずれた 」というＣ児の吹き出し２をほかの児童にも紹介した。その際 「分かりやすくしようと考えていたんじゃないかな 」と言葉を。 ， 。

かけた。第２時では，Ｃ児は木のブロックを使って身の回りの長さを比べる活動している。これらのことから，吹き出しに自分の思いを

記述することでＣ児に気付きが生まれ，そのことが測定の考えを用いて長さを比べようとする活動へつながったものと考える。

イ 考察２

【考察】第３時では，前時の復習の場面のつぶやきから分かるように，Ｃ児は友達の調べ方を自分なりにその意味を考えながら理解しよ

うとしていた。Ｃ児は友達の考えを意識し理解する中で「分かりやすい 」という気付きをもっている。また，吹き出し１ではブロックの。

大きさを絵で表現し「ブロックの絵」と説明を加えており，分かりやすく工夫していることが分かる。このように 「分かりやすい 」と， 。

いう気付きをもったことが，分かりやすくしようとすることにつながったことから，Ｃ児自らが「分かりやすくしようとする」ことに価

値を見いだしていると言える。そこで，教師は書き込み③のように評価を行いＣ児に「分かりやすくしようとする」ことの意識化を図っ

た。さらに，Ｃ児とともに他の児童に分かりやすくしようとする態度の意識化を図るため，第４時でこの吹き出しを紹介した。その際，

「絵で描いてあったらどうかな 」と児童に考えさせる発問を行ったことが，ほかの児童も「分かる 「分かりやすい 」という気付きを。 。」 。

もつことへとつながった。また，第４時でも，Ｃ児は小さな積み木を並べて長さを調べたことに対して 「もっと分かりやすかった 」と， 。

発言している。このことから 「分かりやすくしようとする」意識が他の児童と共に高まっていることがうかがえる。，

また，工作用紙の目盛りを用いて長さを測りとる場面でＣ児は，友達と協力していろいろなものの長さを測っていた。黒板を測ろうと

提案した時には，友達から「無理だ 」と言われながらも，粘り強く大きなものの長さをはっきりさせようとした。この活動の後記述した。

吹き出し１でＣ児は「くふうした 」と自分の学習の姿を表現している。この記述からもＣ児が自分自身の活動を意識し，その意味，価値。

を見いだしていることがうかがえる。吹き出し２では「じょうずだね。みんなでよ 」と測定した時のかかわりの姿を表現している。これ。

らの吹き出しの記述からＣ児が自己の学習活動を肯定的にとらえていることが分かる。そこで，さらに具体的に自分自身への活動の気付

きをもたせたいと考え，教師の書き込み④を行った。

ちょっぴり
ずれた。

それは ブ,
ロックケー
スだった。
ちょっぴり
ずれた。

一休さんはみ
んなはこん色の
ほうが多いとい
ったよ。

｢こういうのが難しいことを見
つけたんだね 」。
｢もっと分かりやすくしようと
考えていたんじゃないかな 」。

Ｄさんはこ
んな□ブロッ
クをつかった。

↑
ブロックの絵

たのし
かった。

ぼくは，
くふうし
てやった
よ。

じょうずだ
ね。みんな
でよ。

ブロックのケースはぴったりにならなかった
んだね。でも，ながさはくらべられたね。

｢絵で描いてあっ
たらどうかな。｣

絵で長さをあらわそうとしているね。とってもすばらし
いくふうだね。長さしらべのときも，きゅうしょくの台は
いくつぶんかなとひっしでしらべようとしていたね。それ
をたのしかったっていってくれたのかなあ。

【吹き出し１】

｢分かる。｣
｢分かりやすい。｣

Ｄさんはこんな
□ブロックを↑
つかった。

ブロックの絵

すごいなあ。たくさんのも
のをしっかりはかったんだよ
ね。どんなくふうをしていた
んだろう。とってもしりたい
とおもうよ。

「黒い方」
（が短い）

,ちっちゃ｢ぼく
いブロック使っ
たことがあるけ
え分かる 」。
｢でも，でも，
数えたブロック
…。分かってき
。 。」た だんだん

｢ 分 か り や す
い。｣

15個の半分。｣｢分かった
｢４個分ちょっとだ。｣
｢わあ，３個分ちょう
ど。｣
｢机の横まだまだ。｣
｢あれがしたい。これ時
間がかかりそう。｣
｢先生。これ縦，横？｣
｢Ｅさんこれ縦よ。｣

｢うわあ， だった。18
見て２㎝。｣
｢次，給食台。｣
｢これ全部やってみよ
う。｣
｢次これ，これやって
みようよ。黒板。｣
｢じゃあ，この床 。 ｣

「これだってできるかも。｣
「長さ分かった。｣
「これやってもずれる。｣
「違うのやらないとずれる。｣
「よっしゃ。やっと。なかな
か。やっと分かった。｣

｢縦，横。どっち？｣
｢わ，まって，これ大
変なんじゃ。｣
｢後，９の半分。｣

【教師の書き込み③】
【教師の書き込み④】

【教師の書き込み①】

【 】長さを調べる場面

< >吹き出しの掲示

【長さを比べる場面】【予想する
場面】

2】【吹き出し

【吹き出し１】 【吹き出し１】
【吹き出し２】

吹き出し２】【

】【教師の言葉かけ

【ほかの児童】

【 】前時の復習の場面 【 】調べる場面 【 】調べる場面

【前時の吹き出しを紹介する場面】

第１時 第２時

【 】教師の言葉かけ

第３時 第４時
【前時の吹き出しを

紹介する場面】
< >吹き出しの掲示
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ウ 考察３

略

【考察】第５時では，長さを調べる活動の場面の「一緒じゃあ… 「１個センチ違い 」というつぶやきから，自分の考えと他者の考えと。」 。

対比して考えようとしていることが分かる。また，自分の考えの間違いに気付いた際 「ああ，俺０のところを１と数えてしまった 」と， 。

つぶやいている。自分の間違いに気付き原因をはっきりさせようとしている。これらのことから，Ｃ児が他の児童の考えを強く意識する

ようになったと言える。そのことは第５時の吹き出し１・２の記述から，友達の発言に着目していることからも分かる。また，他の児童

の「信じられん 」というつぶやきを受けて 「信じられんと考えようとしているんだねえ 」と教師が言葉かけをしたことから，Ｃ児が。 ， 。

「信じられないと考えようとする 」ことを意識し 「信じられん 」とつぶやいている。そして，友達の考えと対比してとらえようとした。 ， 。

ことと 「信じられない 」と考えようとしたことが結びつき，第５時の吹き出し１で「何で， こきるっていったんだろう 」と，友だち， 。 。10

の考えを強く意識し，疑問をもとうとする数学的な態度につながったものと考える。この数学的な態度は 「 ㎝，何でできないんだろ， 400

う 」という第７時の吹き出し１の記述からもうかがえる。この吹き出しをＣ児自ら友達に伝えている。それに対して 「本当にそうか。 ，

な。やっぱり知りたい。できるかなって考えようとしたね 」と教師は言葉かけを行った。このことが「こたえわからないじゃないか。お。

しえて 」という第８時の吹き出し１へつながっている。これらのことから，児童が自分の考えを意識し，友達の考えと対比させて意識化。

を図る振り返りを通して，疑問をもとうとする数学的な態度へと結びついていったものと考える。

「ああ、俺０のところ
１と数えてしまった。｣

｢よく一
緒だと考
えながら
聞いてい
たね。｣

｢信じられ
んと考えよ
うとしてる
んだねえ。
いいことだ
よ。｣

Ｆさん
1がなんで

0こきるっ
ていった

。んだろう

10にきるっていっなんで，
たんだろうとかんがえてい
たんだね。すごい。どうし
てかなとかんがえていたと
ころがよかったよ。

それでわから
ない，日本 日
本でいちばんわ

400センからない
チだよ。

400㎝なんで
できないんだ
ろう。こたえ
おしえて。こ
たえわからな
い。

はじめはわからないよ，おし
えてと，一休さんにたよって
いたんだね。でも，ともだち
のはなしをきいて，こういう
ことが大じだよと，一休さん
がおしえてくれたんだね。お
わったあとでは，すごくよく
わ か っ た っ た ん じ ゃ な い か
な。

Ｆさんがいっ
た㎝は㎝でたさ
ないと，㎜は㎜
でたさないとい
けない。

こたえわ
からないじ
ゃないか。
おしえて。

400㎝って，そうか。
どのくらいのながさ
なのかな。日本でい
ちばんわからないと
いうのはそれぐらい
しりたかったんだよ
ね。

｢一緒じゃあ，７ちょっと
センチメートルが一緒 」。
｢１個センチ違い 」。

「信じられん。｣

｢今の２人の人
。すごかったょ

どうして間違
えたのかって
考えているで
しょう。｣

｢本当にそう
なのかな。
やっぱり知
りたい。で
きるかなっ
て考えよう
としたね。｣

けしごむみ
たいに，Ｆ
さんは，え

10んぴつを
こきるてい
た。

以上のことから，Ｃ児は自らの活動の意味を一つ

ずつとらえながら，学習活動を意識し，そこに気付

きをもつようになった。そして，そのことが特に

「なぜだろうと考えようとする 「分かりやすくし。」

ようとする 」ことに価値を見いだし，測定の考え。

をよりよく発揮しようとする姿が見られるようにな

った。また，学習後の感想でも「さいしょはこたえ

がわからなかった，いまはじょうずにできている

よ 」と記述していることから，学習に対して疑問。

をもちながら進め，自分なりに学習を深めていった

ことを意識しているととらえることができる。これ

らのことから，すぐにあきらめがちで投げ出しがち

だったＣ児が振り返りを促す様々な支援を通して変

容していったことが分かる。

(2) 単元終了後の児童の感想を基にした学級全体の

変容の分析・考察

この長さの学習を通して，児童は吹き出しを書い

たり，教師の言葉かけを聞いたり，友達の振り返り

を聞いたりすることで，自分の学習の姿を振り返り，

その意味を考えながら学習を進めてきたことが次の

感想からうかがうことができる。

【感想例１】さいしょわあんまり考えれなかったけど，このご
ろすごく考えれるようになったよ。だいぶ人のいっていること
がわかりやすくなったよ。だからいっぱい考えれるようになっ
たよ。長さでなかまどうしでたしたほうがいいとか，線のやり
かたとか。 ㎝は，なん㎜かとゆうもんだいで，ぼくはかぞえ400
れないといいました。こまかい目もりをはかったりするのがち
ょっとつかれました。でもすごい楽しいかったです。

感想例１からは，自分がより考える力を伸ばした

ことを実感したり，まわりの児童も分かりやすくし

ようとしていると，児童自らがとらえていることが

分かる。

感想例２】長さのお勉強で，ＧさんやＦさんやＨさんなどが【
でてきて，ぼくはすごいとおもった人がでてきました。で，す
ごいと思いました。ながさのおべんきょうで，さいしょは，な
にもかんがえれなかったけどさいきんはがんばっているよ。で
いっぱいてをあげるのがいっぱいあるよ。 さいごから２番目に
３番がむずかしかったよ。

感想例２からは，他の児童に対する気付きを基に

自らの行動を変えようとしていることが読みとれる。

この記述からは，友達の振り返りを通して自分自身

を振り返り自己の成長ぶりをとらえ，自分自身の成

長の喜びを感じとっていることが分かる。

【感想例３】長さはおもしろい。いろんなものをはかれてたの
しかったよ。でもちいさいせんをはかるときはちょっとみにく
かったよ。さいしょにミリメートルとかならうときにちょとい
みがわからなかったよ。ときどきながさをはかってまちがえる
こともあった。ものさしをくばられてさいしょはこうおもっ
た。しかくだけあるところではかってしまったこともある。も

「誰かなあ。わあ。｣

【教師の書き込み⑤】

【教師の書き込み⑦】 【教師の書き込み⑧】

【吹き出し２】 【吹き出し２】 【吹き出し２】【吹き出し１】 【吹き出し１】 【吹き出し１】
第 ８ 時第 ７ 時第 ５ 時

【 】教師の言葉かけ

第６時

【前時の吹き出し
を紹介する場面】

【長さの表し方を話し合う場面】

【 】教師の言葉かけ
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のさしをはかるときにますをはかったことがあるよ。さいしょ
は，ながさがむずかしいとおもったけど，れんしゅうしていく
うちにうまくなった。ぼくはながさをはかるときかんたんなと
きもあるしむずかしいこともあるよ。むずかしいときは，うー
むずかしいな，かんたんなときはじがすらすらかけるよ。いっ
きゅうさんもべんきょうすきなのかなきらいなのかな。さいし
ょにプリントをかくときおもしろかったよ。さいしょにたのし
くやろうとおもったよ。さいしょにプリントをかいて，あした
になったらいまむらせんせいががしいるをはるとはおもわなか
ったよ。やっぱり，れんしゅうしていくからうまくなっていく
んだね。

感想例３からは，長さの学習で自ら間違えたとこ

ろ，難しいなと思ったところに気付きをもっている

ことが読みとれる。さらに，難しかったことを思い

出すことで自己の成長ぶりを実感していることが分

かる。そして，下線部の記述から，これからの学習

へとつながる児童の思いが読みとれる。

【感想例４】一休さんと，さいしょは，お話しして，そのお話
がわかったのでよかっです。お話のつぎに，ながさのおべんき
ょうをしたよ。さいしょは，ものさしがなかったからちょっと
むずかしかったよ。けど，先生が，ものさしをくれたので，ま
えよりやりやすくなったけどちょっと，おべんきょうがむずか
しくなったよ。それにさいしょは，ちょっとずれたりしたよ。
けど，いまごろは，１㎜ぐらいしかずれないようになりまし
た。一休さんと，お話は，ちょっとわからない，ところもあっ
たけど先生の言ってくれた，ヒントで，書けたよ。一休さんの
へんじもちゃんと書けたよ。ちょっと，たしざんやひきざんや
線を書くのがちょっとずれたりまちがえたりしたけど，それが
べんきょうになって，じょうずになれたよ。きょうしつのいろ
いろなものをはかったよ。ながさのおべんきょうは，おもしろ
かったよ。

感想例４では，ものさしについて「やりやすい」

というよさを感じていることが分かる。自分の技能

が上達したことを 「１㎜しかずれないようになり，

ました 」と表現しており測定技能がよりよく身に。

付いていることがうかがえる。また，下線部からは

自分の学習ぶりを自己の変容としてとらえ，自分の

成長ぶりを実感していることがうかがえる。

感想例５】今日さいしょから見たらがんばったというのがわ【
かりました。わたしは，がんばって，いないと，おもっていま
した。でも，ながさのおべんきょうは，たのしいです。でもさ
いしょは，むずかしそうだなと，思いました。でもちょっとむ
ずかしかったんだけどさいしょはかんたんだったんだけど，だ
んだん，むずかしくなって，きたのでちょっとながさがへたと
思いました。でも，ながさが，だんだんちょっとだけ，じょう
ずになって，きたとおもいました。それから，今日はむずかし
かったけど，がんばったとおもいました。

感想例５では，単元終了時には，頑張っていたと

言うことを実感していることが読みとれる。このこ

とから，児童は問題ができるできないと言う見方か

ら，自分の学習を振り返ることで，自己の学習ぶり

を肯定的にとらえ直していることが分かる。

以上のような自己の成長ぶりに気が付いたという

32ことに関する感想がたくさん見られた。記述した

25名がこれらに類する記述をしていた。これら名中

の単元終了後の感想から，児童は自分の学習ぶりに

気付き，それらの意味や価値を自分なりに見いだし

ていることが分かる。このことは，キャラクタとの

対話形式による吹き出しを毎時間を記述することで

自らの気付きや思いを自然に記述することができ，

自分自身の学習を意識し自己内対話を促進したこと

が有効に働いている。また 「どうしてそうしよう，

と考えたのかな 「分かりやすくしようとしていた。」

のかな 」など教師が言葉をかけたり，児童の気付。

きの交流を図ったりする支援を行ったことが，友達

の考えに疑問をもとうとする態度や，よりよいもの

を求めようとするの態度などが育っていくことに有

効に働いたものと考える。

Ⅳ 研究のまとめ

今回の研究では数学的な態度の育成を目指し，振

り返りを促す支援を工夫した実践を行った。その結

果，吹き出しや，教師の書き込み・言葉かけを通し

て，児童は自分の学習したことを意識し，その意味

や価値を自分なりに見いだすと共に，自分自身の成

長の姿と結びつけながら学習を進めることができた

ように思う。また，本実践を通して 「なぜだろう，

と考えようとする 「分かりやすくしようとする」」

などの数学的な態度も徐々に見られるようになって

きた。

しかし，冒頭で述べたように，数学的な態度は簡

単に身に付くものではない。中，高学年の指導にゆ

だねる部分も大きく，今後６カ年を見通した指導方

法の工夫に努めていきたい。

また，今回の研究を通して児童の一つ一つの行動

や発言の意味や価値を見取ることなど児童理解の重

要性を改めて痛感した。今後，より一層の児童理解

に努めた実践を心がけていきたい。
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